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口白症ウイルスの
RNAの一部を特定口白症感染魚

特定した口白症ウイルスの
RNA配列を解読

養殖場で口白症が
疑われるトラフグ

病魚から
RNAの抽出

解読した口白症ウイルスRNA
に対するプライマーの作製

本研究の発見

本研究の意義

RT-PCR ウイルス
遺伝子を
増幅して
検出

PCRを用いた口白症の検査・診断が可能に！
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